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1 .はじめに

O千葉相夫(13本社会耶撲大学)

聞凹fin哉{日本レク協会研究所)

fレクリエーション指揮Jなる行為について.学会発表という学際的手段を用いその理

論的見解をまとめたのは、これまでに本報告の共同研究者である1盟国踊哉の「レクリエー

ション指導の基本構造に関する一考察 J11のみである.この発表は、それまでの多くの抽

象的論議に加えて、 fレクリエーション指導 j行為を f構造的j に捉えながらヴィジュア

ルな整理を試みた点でたいへん評価されるものと考える.

しかしながら、乙の発表から 5年を経過した今日において fレクリエーション指通事j な

る行為は、従来の領域に加えて医療、保健、徳社、企業・労組.レジャービジネスなどの

分野への多様な広がりが加速的に進行してきている.特に国際社会や高郎社会といった動

向を背県としたレジャーの置と質の問題は、 fレクリエーション指導j に対して新たな機

能を要求してきているように思われるのである.

そζ で、本報告では先に紹介した閏間報告をペースにしながら今一度 fレクリエーショ

ン指導j 概念の変還を次のようなステージで整理しながら、 20陛紀を見据えた『レクリ

エーション指導 jの考え方を展望しておきたい.

①日本厚生協会のレクリエーション指怠微念(戦前 j

② f 指導者検定規程 1(tl(設捌のレクリエーション指導概念(昭和 20年代)

@江矯や三隅のレクリエーシヨン指導概念(昭和 30年代)

④地域と職場レクリエーション領岐におけるレクリエーション指導概念(昭和 40仔.代)

⑤レクリエーション・ワーク識の登湯(昭和 50-60作4 代、平成年代)

(室、 20世紀を展望して(平成 10年代)

2. 日本厚生協会のレクリエーション指導懐念{戦前)

日本厚生協会は昭和 13 ffに設立されているが、戦争が激しくなるにつれて厚生運動ど

いう活動内容の表現も「慰安娯楽J (略して慰祭)とされ、レクリエーシヲン指導者は

r!t、楽指導者j と呼ばれている。慰楽指導者 IJ:、修練所などを訪れて軍歌や童心行(ゲー

ムのごと)の指滑に当っているのである.1 t，たがって、ごとでのレクリエーション指滋

燃念:は、戦争で闘っている兵士や銃後で例く労働者ヘの健全な慰宮活動の偲供であったと

考えてよかろう s

3. r指導者検定規程 j 創設聞のしクリエーション指導繍念(昭和 20年代)

昭和 26 年に「レクリエーション指導者検定規f.~Jが制定され今日に至っている。その

ときに規程を中心どなって起草した閉山線三郎が、月干!Jrレクリエーション j 第 1号で述

べている文脈か月 s¥ごごでのしクリエーション指導観念、には、踊りや歌をレク 1)_，・ーシ

ヨン的に指導しながら健全なレクリエーシヨンの理念と実践を国民に浸透させていくとい

弓悶民の「余暇善用指導j というニュアンスを感じとる乙とができる u

4. 江橋や三隅のレクリエーシヨン指羽根f念{昭和 30年ー代)
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江橋は、昭和 36年!こ出版された Fレクリヱーーションハシドブ...ク』の fレクリヱーシ

ヨジ指導 j という章の中で、 fレクリエーション指導者は.参加者の開味や欲求.関心を

正しく理解し、それを伸ばし、引き出すことを考えるべきであろう， Jと述べ.参加者主

体のレクリエーシヨン指導概念:~tr ち出している. 1 

また、三階は昭和 37ffーに出版された『レクリエーション指樽』の中で、 「レクリエー

ショシの指樽とは.変な表現であるJどしながら‘ f人々がレクリエ-，〆河シにかIする間

味を覚え、また j勇きたたされ、生活の中に各自が自分な t)にと η.入れていくようになれば、

それでよいと思うのである守 Jt、レケリエーションの民活化者:導くようなレクリエーシ

ョン指場概念を提起している。.1 

以上の両者に晃られるレクリエーション指導概念は、レクリエーシヨンの個別的な自由

性を踏まえながら、その生活への導入を示唆・している点で大きな炭開が見られる.

5. 11¥11或と膿場レクリエーション領域におけるレクリエーション指導概念、(昭和 40年代}

昭和 47年、日本レクリエーション協会は fレクリヱージョン運動推進要項 j を発表し、

その中で、レクリエーション指導者が活動指導に終始することなく、地峨の中のクラブに

所属したり、あるいは育成したりするよう指針を打ち出した。己のごとは、活動指導の依

頼を待っている指導者ではなく、地境住民のより楽しい生活づくりとしてのクラブライフ

を支援・育成するという新たなレクリヌ.ーショシ指導概念を提起したものと言える e

一方昭和 38'fからスタートした日本 t，クリエーショツ協会主催の職場レクリエージョ

シ指導者養成講習会(通称、 r1ノクリエーション学者I!J は、昭和140 年頃かそうレクリエー

ション指導者を『レク・リーグーj という軽快な感じを抱かせる呼称に変化させている内

つまり地域のレクリエーシヮン指導にはオーガナイザー的機能;奇襲求したのに対して、

職場のレクリエーシヲン指導には活酌指導.に上町力点、を置考.ぞの1既念が分化していった

ように思われるのである守"

の.レクリエーション・ワーク輸の登場(昭和 50~60 年代、平成年代)

日本レクリエーション協会が、昭和 49年から行った f高齢者レクリエーション・ワー

カー養成セミナ -J~契機として、 「レクリエーション・ワーカー j 論議が活発になり、

fレクリエーション指溝!の基礎慨念も検討されている。ごの筒療に-は、社会福祉のソー

シャル・ワーカー論や江橋らが昭和[J4 7 ifに著した『レクリエーション指導』におけるレ

クリエーション指導の図示、あるいは、田中が『レクリエーシヨン指導教本』の中で述べ

たレクリエーション指導の中にカウンセリングやガイダンスをも含むという考え方が存在

している。

以上のような過程を娃て、昭和 55年には日本レクリエーション協会が r1ノクリエーシ

ヨン指導者養成のための大綱j を発表し、その中でレクリエーション指導 t:tr人々のレク

リエーション自立への総合的支綬活動 j と定義したのである。川そして、その方訟として

は集団を介した支援、個人への直接的な支援、社会システムの糧備が上げられている。

7. 2 0世紀を展望して(平成 1()年代)

ある個人のレクリエーションの実現を謬l整・管1里(広い意味で)するレクリエーション

・コーディネーターやマネージャーという考え方が、レクリエーション指埠概念を形成す

る中心的考え方になってくるのではないだろうかと慰われる。

*引用・参考文献は汚IJ紙にて紹介する。
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